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1．環境を素材とする市民性教育のあり方

宇栄城小学校校長横山芳春

横山：定義・概念の学習の後に、NPOをつくろうというワークショップをやっていて、その中

で、それぞれ自分達が考えている課題を出してもらって同じような課題の人達がグループをつく

って、その課題を解決するためのNPOをつくろうといったワークショップをしていました。理

念をつくって、現状把握をして、未来予測をして、解決のための方策をつくりあげてきました。

一回一回、発表してもらって最終的にまとめて発表という講座を開いていました。講座は80名

ぐらい参加されていたので、1人でワークショップをみるというのは､大変なことだったですね。

通常40名で手一杯のところ80名だったので、大変でした。でも、非常に学生達がおもしろかっ

たですね｡3年間のうち一番印象に残ったのは､ここにはお－人そういう雰囲気の方いますけど、

けつこうやんちやな兄ちやん達が7，8，名いました。彼らにワークショップができるかと,思った

ら非常におもしろいんですね。どんなワークショップを彼らはテーマに選んだかというと、ドラ

ッグアビューズです。ドラッグで苦しんでいる若い人達を助けるためのNPOというものをつく

って､実際友人にもそれで困っている人がいると。この人達みかけによらずものすごくまじめで、

で非常にいいワークショップをして発表もおもしろかったですね。あの意外なところを、ワーク

ショップで学生達の中に見つけたわけです。自分達が自ら学ぶ方法というのは、今日やるような

講義、話ばっかり聞く方法に併せて、ワークショップをやろうというような、とてもいい授業ス

タイルと,思います。今日は、私のほうで宇栄原小学校の環境学習についてその概要をご紹介した

いと,思います。

～パワーポイントの準備～

宇栄原小学校は、沖縄県が施政権の返還をした復帰の年1972年10月に設立されています。那

覇市の南のはずれの方にある学校です｡現在は、児童数が560人前後、職員が35名前後います。

建て替えが5年ほど前にありまして、新しい校舎になっています。余談ですが、公共施設ってい

うのは日本全国で、たいてい30年ぐらいで建て替えです。もっと長く使えるような建物をつく

らないと、ゴミが増えてしょうがないと,思うのですが、公共施設は今のところ30年で建て替え

するのが平均になっています。私は平成16年に本校に赴任しました。全ての学校には教育目標

という.のがあります｡この教育目標は校長が定めるということになっておりまして､私は来た早々、

半年かけて構想を練っていた教育目標に変えました。「1000の子どもに1000の可能’性、すべて

の子どもに可能'性がある、それをひらき伸ばすことが教育である」という理念をつくって、この

教育目標を実現するための方策をとっているわけです。みなさんも小学校の時に教育目標ってあ

ったんですよ。これはどういうものかというと、ほとんどが「元気な子」とか、「たくましい子」

とか、「明るい子」とか、そういうものが教育目標です。かなりの教育目標を調べましたけどだい

たい同じようなもので、これはちょっといかんなと思って教育目標を変えた次第です。そういっ

た教育目標を実現するために、3つの柱をつくりました。なんといっても授業が学校は中心です

から、授業を中心に据えた学校づくりをおこなう。2番目に環境学習。3番目に安全・安心な学

校をつくっていく。今日は、この中の環境学習・環境教育についてお話をします。

なぜ環境教育を小学校でやろうと考えたかといいますと、環境問題は今世紀最大の課題で、子
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ども達の問題でもあります。子ども達が環境破壊をしている面もありますし、また今後予測され

る被害を受けるのは子ども達でもあります。環境問題の実践を通して子ども達の社会‘性を育てた

いなと"思いました。責任ある市民として成長してほしい、というのが校長の願いであります。平

成16年､最初に取り組んだのが「くいま－るプロジェクト」というものであります。これはNPO

の沖縄リサイクル運動市民の会のみなさんが、何年か前から手掛けていたプロジェクトです。古

我知さんという方が代表､ですが、実は私は那覇市役所のゼロエミッション推進室室長をしており

ました｡その時に、20年来の友人の古我知さんが来て､豚の飼育のプロジェクトを考えていると。

金が要るので農林水産省外郭団体の助成金を取りたいと、200万くらい取りたいと。これは、東

京である審査会に行って面接を受けないといけないので、一緒に行ってくれということになった

んですね。この豚は、昔やっていたような方法で育てるわけですが、食べ残し、残飯を利用して

豚を育てると。資源を循環させていくというプロジェクトでありましたので、那覇市としても、

そういったゴミ減量にもつながる話ですので、室長として、本課の仕事でもあるので出張として

行きましょう、ということで行きました。面接を受けて、見事パスして200万を取ることができ

て、このプロジェクトが始まりました。その後、沖縄県やいろんな所からかなりの助成金、補助

金を得て、このプロジェクトを継続してきました。仕組みは、スーパーとか学校の食べ残し、売

れ残り、賞味期限の食べ物、こういったものを回収してそれに熱を加えて餌をつくります。熱を

加えて餌をつくって、それに時々穀物等を加えて、混合飼料等も加えながら豚を飼育して出荷す

る。これは、こっちは写真で分かりますように非常に低密度で豚を飼育しています。オガコを敷

き詰めて非常に清潔な豚舎をつくっているわけです。このことによって豚の病気を防いで、不必

要な抗生物質、抗生剤等を打たなくていいようにしている。このような形で安全な豚の飼育も試
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みているわけです。こちらは、本校にもってきてくれた給食の食べ残しをこの中に入れて回収す

る容器です。デザインは、子ども達が喜ぶようにとハムの形をしてここが豚のしっぽです。こう

いったデザインをしてもってきてくれました。本校も、この輪の中に入って食べ残しを回収して

もらって、「くいま－るプロジェクト」に一年目は参加していきました。飼育された豚を一匹くれ

るということで喜んでもらったら、油を抜いても4，50kgあります。相当な量でどうしたらいい

かなということで、小禄給食センターにお願いして給食として出してもらいました。焼きソバの

肉として出していただきました。近隣の2つの小学校含めて本校含めて3校で、この焼きソバを

出してくれました。この子はサッカー部の子で4，5回おかわりをしていました。おいしいと言

っていました。このプロジェクトは、子ども達に何をやっているか、というのを理解してもらわ

ないと意味がないのでNPOの人に来てもらって、子ども達が1年生から6年生全員集まって、

なぜこういうことをしているのか、という説明会を開いています。食べ物をゴミとして出すので

はなく、とにかく残さないように食べて、それでも残ったものは回収して豚さんにあげましょう

と。豚も安全な飼育方法でいいお肉をつくります、という説明をしました。2年生の男の子がす

ぐ手を挙げて質問をしました。「この豚さんを食べるんですか」と聞いたんですね。NPOの人は

なんて答えたかというと、「食べます。私達はこういった命を頂いて生きているのです。おいしく

食べて生きています」という説明していました。こういった環境教育を通して、大げさに言えば

命の教育にもつながっているのかなと、その時子どもの質問を通して,思いました。3年生以上は

総合的な学習の時間がありますので、この総合的な学習の時間を利用して環境教育をやっている

わけですが、1，2年生の先生から、1，2年生も何かやってほしいということでこれ急遼実施し

ました。友人が、有機無農薬の農業をやっており

ますがその人に来てもらって、農業の話をしても

らいました。無農薬でやっていると虫がたくさん

来るんですね。その虫の話を1，2年生にやって

くれました。いい虫、それから悪い虫の話を、併

せてやってくれました。その中から自然の法則・

原理みたいなものを少しでも子ども達が学べるこ

とができるといいな、という主旨でやりました。

これは、虫の話をしている所です。畑にやってく

る虫のスライドで見せながらお話をしてくれまし

た。これは、今収穫時期になっているキャベツ

ですが、無農薬でやっているので青虫がいっぱ

いついています。私が子どもの頃キャベツ畑っ

ていったら、モンシロチョウが無数に飛んでい

るような所でしたが、今は農薬使うので蝶々は

全然飛んでいません。でも、ここの農業は、虫

だらけです。虫がたくさんついたものを持って

きて子ども達に見せておりました。こういった

農業をしている宮本さんという人です。
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3年生は、1年目から2年目にかけては「沖縄海と渚保全会」の協力を得て授業をしていまし

た。テーマは、身近な自然を学ぶということです。安謝川や漫湖を見学したり、近くの水烏湿地

センターに行って学習をしたり、それから海のゴミですね、こういったことをNPOの方からス

ライドを通して教えてもらったり、それから「あやちやんの夢」というパソコンでつくった紙芝

居をNPOの人達がプログラムとして持っていまして。魚達が人間の出したゴミをたくさん食べ

て病気になります。病気になって、たこちゅう先生というお医者さんの所に行って治してもらう

という話です。人間の出したゴミが、海に辿りついていかに海の生き物がそれを食べて病気にな

っているかという劇であります。こういったことを、NPOの人達がプログラム化して環境教育

に役立てているわけです。実施方法も非常におもしろいです。子ども達と環境を学びながらその

保護者も、学んでいただこうということで。この子の親達、お母さん達が、スクリーンの裏に隠

れて、たこちゅう先生やイラブチャーおじさんとか、お母さん達がセリフを吹替えてやっていま

す。そうしながら一緒に子ども達と環境を学ぶという関係をつくっているわけです。3年生をみ

てくれていた団体は「沖縄海と渚保全会」です。この団体は非常に優れていて環境大臣賞も受賞

しております。同じく3年生ですが、こういった海のゴミの勉強をした後に、近くに瀬長島があ

りますので車で行って、ゴミを保護者の人達と一緒に、拾う学習をしています。実際どんなゴミ

があるか、子ども達がよく理解できるようになっています。参加した90名ぐらいの保護者のみ

なさんです。このあたりに、見つけたゴミを置いています。これは平成17年度から始めた3年

生の環境教育の一つですが､干潟観察会をやっております｡那覇空港の横にある大嶺干潟ですね。

非常に大きい干潟ですが、こちらに行って、干潟の生き物を調べているところです。鹿谷さんが

案内をしてくれています。’クラスに1人説明者がつくようにしています。鹿谷さん夫妻と藤井

さんっていう理学博士の人も手伝ってくれて、干潟観察会をしているところです。干潟観察会を

通して子ども達がその後調べ学習をして、発表会をしていました。その1つだけを紹介します。

「ナマコは何をしているのか｣というテーマを3年生のあるグループが調べ学習をしていました。

非常におもしろかったです。プレゼンテーシヨンを見ていると、ベビーバスを持ってきて、この

中に30kgの砂を入れてきて、みなさん「これは何か分かりますか」と問いかけるわけですね。

そうすると、私も分かりませんでしたけど、ナマコ1匹が1年間に30kgの砂をキレイにしてい

るというのをつきとめたんですね。汚れた有機物のついた砂を口から入れて、浄化して出す。こ

れを1年繰り返して30kgの砂をキレイにしているということを、発表していました。このよう

な、体験学習から調べ学習にいってとてもおもしろいというプレゼンテーションにつなげていっ

たわけです。それから同じく3年生ですが、学校の裏が、旧海軍壕公園になっていて、ちょっと

した林になっているので、そこに昆虫類を取りに行ってまた調べ学習につなげていく、こういっ

たことをやっています。近くの海、それから林・森に行って、いろんなことをやっています。こ

れは、自由研究としてこういう昆虫類を調べた発表をしているところです。虫のことをさらに聞

こうということで､藤井先生に来てもらって､虫に関する質問を子ども達がしているところです。

学習を通して自然に興味・関心をもてたということです。45分の休憩時間は毎日のように虫探し

をする子がいるとか、疑問を継続し調べているがまだ解決できない子どもがいるとか、親子でみ

んみんで仕事をしている藤井さんのもとを尋ねていろいろ聞いたとか、インターネットや図書館

で調べ物をしたとか、こういった子ども達が出てきています。
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次は4年生です。4年生は、身近なゴミの学習を

しています。協力してくれている団体は、エコビジ

ョン沖縄リサイクル運動市民の会のみなさんです。

買い物ゲーム、けつこう有名なプログラムですが、

買い物ゲームをしてくれ'ています。このプログラム

の非常に優れているところは、NPOの人達が直接

子ども達に買い物ゲームを実施するということでは

なくて、まずNPOの人達が保護者と教師にワーク

ショップを実施します。目的は、保護者と教師が買

い物ゲームをできるようにして、インストラクター

蕊鍵蕊識溌

鶴
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となるように、プログラム化されているわけです。そういったことって非常に重要ですね。保護

者や教師が買い物ゲームができるようになれば、環境教育が進んでいくわけですからそれをねら

っています。これは、NPOの鹿谷さんが来て買い物ゲームを進めているところです。これは実

際に子ども達に買い物ゲームをしているところです。この2人は保護者の方々です。買い物ゲー

ムを実践しているところです｡後ろにいるのがNPOの代表の古我知さんですが、ここでは､NPO

の人はあくまでも後方支援です。子ども達に授業をしている時は、NPOの人達は前面に出ない

です。後方で保護者や教師をバックアップしている、こういう関係をつくっています。これは、

買い物ゲームの実際をやっているところですが、いくらで買えたか安く買えたかどうかを調べて

いるところです。安く買えたところはゴミもたくさん買って、ゴミ処理を加えると非常に高くな

るという仕組みになっています。買い物ゲームの得点表を出しているところです。ここにいるの

は、このクラスの担任で、これは保護者です。その後、ゴミ処理の費用はどんなところでお金を

要するのかというのを、4年1組の担任の先生が、説明しているところです。教師が説明してい

るところです。これは4年2組の担任の先生です。子ども達から、ゴミを減らすにはどうしたら

いいかというワークショップをしながら出てきたものを、分類し説明をしているところです。教

師がやっています。レジでビニール袋を断るとか、ゴミが出ないものを買うとか、ここに出てい

る白い紙は子ども達がワークショップで出してきたものです｡それを､分類しているところです。

こういったことをやって子ども達の意識がどうなってきたかですが、年間のゴミの量にビックリ

したとか、工夫するとゴミが減らせることが分かったとか、これからマイバッグを使うとか、洗

剤やシャンプー等詰め替え用を買うとか、ラップは塩ビをやめてポリエチレンにするとか、安さ

に編されてゴミが出ない買い物をするとか、4年生がこういうことを言っています。4年生の今

後の課題として、買い物ゲームで学んだゴミ減量を実践していくことです。後で説明しますが6

年生は学校版ISOというのをやっていますので、このへんとの連携が必要だろうと。現在は全校

の給食で出てくる牛乳パックを回収して資源ゴミとして業者に売っていますがこういった取り組

みとか、地域のゴミはどうするかとか、こういったことを考え出しているところです。

5年生は、アースの会がバックアップしてくれています。こちらは、食卓から環境を考える、

食から地球環境を考える、こういったテーマで環境教育をしています。3年生は身近な自然、4

年生は身近なゴミ、5年生は範囲を広げて地球環境の問題を学ぶ。地球環境の問題を学ぶという

と非常に抽象的になりがちなので、どのようにして子ども達に身近なものにしていくか、という

ことで食べ物を利用しているわけです。食を通して地球環境を学ぶ、こういったことをやってい
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ます。アースの会のみなさんは、リサイクルプラザの

広報担当をやっていますのであちらに行って、学習を5年生
「食卓から環境を考え

したり、なぜ環境学習が必要かというようなことを学る」
傘リサイクルプラザ

んだり、ゴミ問題を寸劇で学んだり、生ゴミ処理、こ・なぜ環境学習

ういったことも学習をしています。食料の自給率と輸、生ゴﾐ処理(寸劇）

入についてというようなプログラムもあって､子ども・製陣業(獣医長嶺

鷺頚里篤撃報節蓬慰灘燕
あそこに食料､食べ物を見ると生産国が書いています。

例えば魚だったらカナダとか、エビだったらベトナムとか、肉ならオース例えば魚だったらカナダとか、エビだったらベトナムとか、肉ならオーストラリアといろいろこ

う生産国が書いているわけですが、そういったものを子ども達が切り取って、模造紙の書いた世

界地図に貼っていくわけです。その後、魚チーム、肉チーム、穀物チームと分けておきます。そ

して例えば肉はどっから来ているんだろう、穀物はどっから来ているのだろうかというのをつく

っていくわけです。いかに自分達が食べている食べ物が、外国から来ているかというのが分かる

ようになっているわけです。この外国から食料を輸入しているのは世界一だというのを知識とし

てNPOのみなさんは後になって教えますけども。輸入することによってどんな問題が起きてい

るのかとか、これは防虫処理で農薬を使ってその残留の問題であるとか、それから大量の食べ物

を輸入するのでエネルギーが要るわけで、化石燃料を使って運ぶわけですから大量の化石燃料を

消費している。その結果、それが地球温暖化にむすびついていると。また私が考えるにはこれだ

け食べ物をこう持ち込んで、物質は不滅ですから地球内に留まりますので、外から入ってきたも

のが、何らかの形を変えて、沖縄や日本の中に留まるわけですね。要するに栄養価が非常に高く

なるわけです｡そこで農業をしてないのだからそれを誰が吸い取るかという問題になるわけです。

大きな問題が今後出てくると思いますが、こういった食料の自給率、輸入についてフードマイレ

ージの勉強を5年生はやっています｡これは調べたものを発表しているところです。

500人の宇宙船というのを年間の授業の最初の方でやっています。これは私のほうでワークシ

ョップファシリテーターをやっています。これはですね、スウェーデンのNPOにナチュラルス

テップっていう大きな団体があります。スウェーデンの4団体の1つが開発したプログラムで宇

宙船に500人の人間が乗り込んで､地球を2000年間回ります｡2000年後にだいたい500人で

地球に戻ってくる。戻ってくるには何を積み込んでいけばいいか、というワークショップです。

大人のワークショップとして開発されました。那覇市で私がゼロエミッション担当の頃、このワ

ークシヨップをナチュラルステップの人に来てもらって実施して、だいたい20名から25名のイ

ンストラクターを育てて、その20から25名が、今那覇市で全職員に環境のワークショップを

3000名ぐらいの対象に体験してもらうということで、5年ぐらい前から始めました。かなりの職

員が、環境に関するワークシヨップを、丸1日か2日くらいやっているはずです。全員が受ける

ような仕組みをつくりました。そのプログラムの1つで、「500人の宇宙船」というプログラムは

私実際にストックホルムに行って、代表者からいろんなことを聞いてきました。子ども用に組み

換えができないかなと,思って数年間やっていますが、本校でもやっています。最終的には、宇宙

船そのものが実は地球だということが分かるようになります。子どもも、8グループぐらいつく

って1グループか2グループは、これは地球だと最終的に言い出すグループが出てきます。その
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ようなワークショップです。これは発表しているところですね。アースの会は、海水を使ったゆ

し豆腐づくりというのをやっています。大豆は、地産・地消の学びということで伊平屋産のもの

を使っています。おそらく無農薬だと思います。海水は、北部、中部、波之上のもの3種類もっ

てきます｡そしてどれを使うという提示をして､一番キレイに見えるものを使うということです。

自分達の住んでいる那覇市の水、海水は海水浴客の油が浮いているので、使えない。海はキレイ

だと,思っていたけれども実際は、それほどでもないというのも分かるようになっています。こう

いった豆腐づくりで、大豆の自給率とか、海水の問題とか、伝統的な食の作り方とか、こういっ

たことが学べるようになっています｡それから沖縄そばづくりもやっています｡小麦粉を使って、

沖縄の伝統的な作り方で沖縄そばづくりも子ども達がやっています。子ども達が沖縄産の小麦粉

を使ってそばをつくっています。校長室に持ってきてくれました、とてもおいしかったです。こ

れはそばづくりをやっている時に材料を出して、食料の自給率をグラフで説明しているところで

す。こちらのピンに入っているものは、灰汁です。ガジュマルか何かの木を焼いた灰をろ過した

ものを使ってコシの強い沖縄そばをつくろうということでした。エコクッキングというのも5年

生でやっています。これは、私達調理するのはガスとかそれから電気ですね、こういったものを

使ってるわけですがこれらは化石燃料なんですね、いずれなくなるもの。沖縄だと電気は石炭で

起こすのが多いですけども、石炭は二百数十年でなくなると、石油はあと40年ぐらいでこのま

ま使えばなくなるだろうと。そういった化石燃料は、炭素が固まったものですから燃やせば、電

気をつくれます。その分二酸化炭素が出てくるわけですね。調理をするたびに二酸化炭素が出て

くる。これは、いた仕方がないところがありますけども。かたや自然エネルギーでも調理ができ

るということを簡単な方法で分からせるようにしています。これはパラボラアンテナみたいなも

ので、熱を反射して一点に集めて、そこの黒い調理器具に熱を集中させてご飯を炊いたり、ゆで

卵をつくったりポップコーンをつくったりシチューをつくったりしています。何もこれを、各家

庭に広げようということではないですよ。エネルギーにはいろいろなものがあって、自然エネル

ギー、未来永劫あるエネルギー、なくならないエネルギーもあるということを分からせようとし

ているわけです。これは太陽の熱で、他には太陽光があったり、風力があったり、この波は波力

があったり、地熱があったりするわけです。地球は、あと58年存続すると言われていますので、

そういった持続可能なエネルギーは何かという学びを、しているわけです。これは、子ども達が

家庭から生ゴミを持参してコンポストに入れて、堆肥をつくっていました。3，4ヶ月間、寝かせ

て堆肥をつくってその堆肥で学級菜園でにんじんやじやがいも等いろんな野菜をつくってそれを

収穫して、最初の方に出てきたくいま－る豚も少しもらって調理をしているところです。エコク

ッキングの一環ということで、これはヒラヤーチーですが緑色は、にんじんの葉っぱです。これ

はじゃがいもですね。私達教職員も、このワークショップやりましたが、じゃがいもの洗い方も

水を流しっぱなしにせず、ボールに水を受けて洗うと、水の消費を少なくする。それから皮は薄

くむいて短冊状に切って妙めてビールのつまみにするとか、極力ゴミの出ない調理をエコクッキ

ングで学んでいるところです。ある保護者、お母さんから聞きましたけど、これをやってから料

理している時、子どもがじやがいもの皮をむいていたら怒られたと。ものすごく分厚くむいて捨

てようとしていたら、「お母さんそれはダメです」と言われたそうです。子どもは、環境教育を受

けだしてから家で口うるさい、手厳しいということです。買い物に行く時はエコバッグ持つたか

とか、いろいろ言うそうです。5年生のほうの成果は、食を通して自給率の問題や輸入問題・地
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球温暖化の問題に気づくことができたと。課題、自分達にできることはないか学校や家庭．地域

で実践していくための工夫が必要である。かなり子ども達は家庭でもやりだしています。保護者

のみなさんが、アンケートを昨年度10月と3月に取ってくれましたが、環境実践が家庭でかな

り高く、数値で行われているというのがでてきています。いずれ発表したいと,思っています。

6年生は、学校版ISO14001を構築しようということで、沖縄大学と地球温暖化防止活動支援

センターのみなさんの協力を得て、ISOに取り組んでいます。最初の導入あたりで、環境ジャー

ナリストの寺田麗子さんに講演をしてもらったり、私がワークショップをしたり、やっていまし

た。寺田麗子さんは、本校の学校評議委員になってもらっています。ISOというのは、学校の環

境をどうしていくという宣言をして、その宣言を実現するために計画をつくります。そして計画

を実行して、後で評価をしてまた再計画をして実践していく。こういうスパイラル上に環境を良

くしていくプログラムですが､これを学校でやろうということです｡子ども達が1年目の9月に、

「紙の再利用をしてゴミの減量をします。水の無駄使いを減らし、水を節約します」という宣言

をしました。島袋先生に今日のデータはペーパーにプリントアウトしたものとパソコンの中にデ

ータ残していきますので、必要な方は先生にご相談下さい。「電気の無駄づかいをなくし節電を心

がけます。枯葉を利用して肥料をつくり学校を緑いつぱいにします。地球に優しい環境づくりを

6年生全員で行っていきたいです」という宣言もしています。これに基づいて、子ども達がいろ

んな計画をつくります。例えば、紙ですと両面使って、その後、この紙で窓を拭いて、それを資

源ゴミにして出す。こういうようなことを子どもが計画するわけです。それから歯磨きをする時

は、水は出しっぱなしにしない、コップに水を溜めておいてそれで洗う。無駄な電気は消す。本

当に当たり前のことですが、そういうことを徹底していこうという計画です。実践をしていると

ころです。節水・節電・ゴミ削減・植物の4グループに分かれて活動しているところです。これ

は、トイレの清掃はホースで水を流しっぱなしにしてやるのではなくて､ジョウロに溜めてやる。

子ども達はおもしろいので、ベランダに雨水を溜めて、溜まったらそれを使う。本校は320tの

雨水を溜めるようになっているのですが、そういったものも実際は使えるわけです。これはプリ

ントで窓拭きをやっているところです。そういった実践を何ヶ月かやって、ISOの仕組みの非常

に重要なものですが、外部審査というものを受けます。学校版ISOですから正規のISOではな

いです。ISOは那覇市も何年か前に取得しましたが、コンサルティングを受けて、例えばコンサ

ルタント料800万円ぐらい払って、受験するときはまた何百万円払うんですね。本部はスイスに

あるNPOが取り仕切っているのですが、それを学校でできるようなものにつくりかえているわ

けです。どこかが、いいですよという認証をしなければいけないわけですね。自分達の学校でや

って自分達で認証するっていったらこれ変ですね、イ

カサマですね。外部の人に認証してもらう、そういう6年生

制度がいるわけで本校の取り組みと同時並行して、那「小学校版ISO14001」
・寺田麗子さん講演

覇市教育委員会が学校版ISO認証の制度をつくって、校長ws

くれました。そこで、外部審査会というのを開いて、．環境側面･目標
・エコプログラム

一

篭

－－弓羅
---…

蕊
那覇市環境部主幹、沖縄大学の職員、環境政策課、那

覇市の課長、那覇市教育委員会環境担当の先生、この

人達を招いて発表会をしてこの人達が質問をして、審
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査会に代えているわけです｡無事パスをして特別認証学校版ISOということで教育長から認証を

平成17年3月に受けたということです。平成18年度、前年度ですね、これを学校全体に広げよ

うとしました。16，17年度は、6年生だけでやっていました。6年生が計画をつくって6年生だ

けで実行していたわけです。3年目になってこれを全校に広げようということで6年生が、何を

やるか1年生から5年生全員に説明をしているところです。

私のほうでISOとは何かというのを説明も併せてしまし

た。全校でああいう説明をしながら、これは兄弟学級とい

いますが6年1組の子ども達が、5年1組、4年1組、3

年1組、2年1組、1年1組こういう兄弟学級に入って、

さらに説明をしているところです｡そして去年の9月から、

牛乳パックを資源化する取り組みも始めました。実は那覇

市はこれまで業者が、このパックを回収してくれていたの

ですが、給食費が一部削減されて、業者がもっていってく

れなくなったわけです。那覇市のほうは、現在学校のこう

いうパックは、ゴミとして出すようになっています。焼却

するんですね。これは大変な量が出てくるわけです。本校

でも550個ぐらい毎日出ているわけです。これがゴミとし

て燃やされると。ゴミ減量の計画をかなり那覇市はやって

いますが、学校からは実はこういうゴミがどんどん出てい

くわけです。そこで全校に呼びかけて、簡単に洗って乾か

してこういうふうに解体しているところです。1年生の朝

の活動ですが、1年生でも充分こういうことができるわけ

です。毎朝、楽しみながらやっている活動です。ある程度

集まったら業者に来てもらって売っています｡子ども達が、

二子ど毛,プー･ちカミーつくる

ISOエコヲニーヤレニノシら雲言言

1.紅E〃>111:F1｣J1｣を.L､-て、ニゴミゾ〕i関戊州曾を房し,夫
一ij．、

ユ.ノに<わぜ.I､ご一づ力、上、を詞',iに:うし.、小亀を耐1糸勺し

二挺一;j‐

:1．‘,↓E堂〔｡->心､7琶一づ力、吟､を』嘆くし、i加・,,瞳を辞,亡_､
力討；ナゲ拒二)‐

f_ｲ:‘い准奄写不IlIljLずて､川巴1斗蚕三一つくり､'γ害f堂
をF､3祭と会いL､一:シ<K↓､#こし．ﾒﾐｰj-

琴j･也到とiこf廷し､L，幽iJ沌一づくり；全、／‘ミイI･品'金

．“一で了･ｱー .,-でし､さた.し､-で｡←:ﾉー

･使われていない丞気を見つけたら

消す。

･節睡の呼びかけ

･毎月電気に使っている料金を鯛ぺ

て、毎月みんなに伝えて、節麺を

心がけてもらう。

9月10日まで

完成させる

2学期から

清掃時間

雨水をためた後
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-r－1チャレンジ項目

○紙の再利用

○ゴミの量

○節麺

○学校の唾気使用

料金を調ぺる

○水の無駄づかいを

無く す

○枯葉を肥料にする

○苗を作る

○花を育てる

目 標

ﾄを全部再利用

る｡．....‘．､.....．

ゴミの減量をする。

ポスタ一．太り

歯みがきとの時、コップを使う

ﾄｲﾚ掃除では､あまり水を使わない

雨水をバケツにためて、いろいろ

なものに使う。

肥料をたくさん作る

実行する

6年生の花壌を緑いっぱいにする

プログ ラ ム

何を

.いらないプリントの裏をメモや計算用紙に使う｡．.．
･両面が使われているプリントは、窓ふきにす

る。(週一回計測lし、燃やすゴミと

(プリント類一メモ･計算用紙→窓ら

して捨てる）

き一燃やすゴミ）

ゴミの分別を~する(燃やすゴミと燃やさないゴミ）

一週間のゴミの重さを各クラスで計り、記録を取る。

（再利用できる紙と再利用した後の紙の量も

計~る）

紙の無駄づかいしないようにポスターを作ったり

呼びかけたりする。

･電気のつけっぱなしがあれば、消す．

(各クラスで、消した人を調ぺる:チェック表を作る）

･節電を呼びかけるポスターを作る

．学校の電気料を節廼パネルから調べる

(各ｸﾗｽで、分担して記録を取り､学年集会で

発表）

節水を呼びかけるボスターを作る。

歯みがき粉を使わない。

水を出しっぱなしにしないで、ｺｯブを使う

トイレ掃除は、ジョウロで流す。洗剤使用は週一回

雨水で花壇に水をかける。

雨水でぞうきんや篭を洗う。

4年生と協力して、枯葉や雑草を集める。

ボスターを作り、呼びかける

計画表寡充てて、実行する

羅草を取る

新しく苗を植える

毎日水をかける(雨水利用）

枯葉で作った肥料をあげる

↓
注

一
刀

再 利 用 後 の

計洞'1

計漏:撚やすゴミ

煙やさないゴミ

ボスター

チェック表

挙手

ポスタ一

節唾掲示

パネルから

ポスター

チェック表

挙手

チエック表

チェック表

ボスター

計画表

チェック表

い~つ

必要な時

掃 除 時 間 や

朝の活動時間

毎日

毎週金曜日

9月10日まで

毎日

9月10日まで

毎月

朝の

滴

2学期

2学期の中頃

だれが

全員

全 員

ゴミグループ

ゴミグループ

気づいた人

趣気グループ

症気グループ

水グループ

全員

トイレ掃除当番

水グループ

全 員

植物グループ

植物グループ

植物グループ



「地球温暖化を防ぐために誰でもできること、それは今私達がやっていること。学校でも家でも

節電・節水と生ゴミの堆肥化をやっています。身近にできることをコツコツやっていくことで環

境にいいことができるだけでなく、みんなとの協力も分かち合えることを学んだ」といった感想

が出ているわけです。ISOの成果ですね。「電気をこまめに消すようになった」「歯磨きにコップ

の使用で節水」「牛乳パックを資源化するようになった」「紙の両面使用と資源化｣。また、「保護

者に影響しだした」これは、また別の時間にご紹介できればと思っています。「他校に影響した」

これは､近隣の豊見城市の長嶺中学校が平成17年度から学校版ISOを1年生で取り組みだして、

あちらも豊見城市の教育委員会を動かして制度をつくってもらって17年度に認証を受けていま

す。本校の具体的なISOの成果ですが地球温暖化防止活動支援センターが、データを出してくれ

ました。平成15，16，17年度の11月から1月の3ヶ月間と、平成18年度11月から1月3ヶ

月間を比較してくれました。電気で12％節電、水道で44％節水、この2つ二酸化炭素に換算す

ると4.9t削減していると。費用でなんと120万を節約をしているということです。学校、小・

中・高で、那覇市五十数校小・中・高ありますが、11年間で光熱水費は、6億5000万くらいか

かっています。私がやっている実感では、1割、10％は、軽く水道・電気を落とせると,思います。

本校でもこのぐらい落としています。いってみれば野放し状態、電気はつけっぱなし、人がいな

いのにトイレも電気がついている。水もけつこう流しっぱなし。漏水も多い。少しやれば、10％

落ちると,思います。そうすると、1年間で税金が6500万円落とせるのです。大きいですよ6500

万、少しやれば。これを、また別の時間に長田さんがレクチャーされると,思いますが、フイフテ

ィ・フィフティ制度を彼はすすめています。半分は行政の中に入る、半分は学校に分配する。そ

うすると、学校だいたい5，60万ぐらいのお金が入るんです。非常に助かる。子ども達それから

教職員が、この環境活動の担い手だと‘思います。進めたほうがいいと,思っていろんなところで訴

えていますが、なかなか進まないところです。

課題は今後例えば10％とか15％とか目標値をつくって、それを達成するようにしていく。本

校のPT.4作業で草刈り作業をしてくれますが平成16年度から、こういった草刈り作業で出てき

た草や枝などをゴミとして外に出さない。校内で堆肥にするということを続けて、いい堆肥がで

きているのですが、なかなか使われていない。使うように循環をしていきたいです。成果はいろ

いろあります。せっかくこのように環境教育を進めているので修学旅行もエコ修学旅行ができな

いかなということで平成17年度から、自然の中で遊べるような修学旅行にしています。読谷に

行って、NPOの人達がプログラムをつくっているコースがあります。刺し網コース、シュノー

ケリングコース、それから一年前は乗馬コースがあります、馬の手入れと乗,馬コース、工芸コー

ス、それから、Tシャツを草木で染める草木染めコースの5つのグループに分かれて、希望のと

ころに、自然体験をしようという修学旅行です。私はこの刺し網コースに同行しました。やはり

一番人気はこの刺し網コースで都屋漁港から船で出て前日の夜仕掛けていた刺し網を子ども達と

一緒に、引き上げました。子ども達最初は、おっかなビックリだったのでしたが、途中から、「ヨ

イショ、ヨイショ」といってかけ声をかけながら、網を引き上げていました。クーラーボックス

いっぱいの魚を取ってきて、港に戻って、ここで子ども達がウロコを取って内臓を取り出してさ

ばいているところです。魚汁にしたり、焼き魚にしたり、バター焼き、それから刺身にしたり、

自分達でやっているところです。ほとんどの子どもが初めて触る。この子の親達もやったことが

ないようなことですが、子ども達が自分達で取ったものを、さばいている。ある子どもは、刺身
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嫌いだったんでしょうね、初めてここで食べておいしかったという子もいました。子ども達がこ

ういうエコ修学旅行に参加しているわけですbこれは、エネルギーの勉強になるなと↓思って、石

窯をつくりました。実は私エコクラブっていうのを地元で前やっていて、ある所から助成金をも

らって、耐火・耐熱レンガを400個ぐらい買って、東風平でこういう窯をつくったら、半分くら

い耐火レンガ．耐熱レンガが余って、学校に寄付をして保護者の皆さんと一緒に、上．ザ窯をつく

りました。去年の7月に完成して、宇栄原っ子祭りというPI過祭りですがピザを焼いて、熱々の

ピザをふるまっていました。いらなくなったプリントを皿代わりにして使っています。隣の旧海

軍壕公園が、公園の管理で時々木を伐採するので、公園の管理者のところに行って、伐採された

木を環境教育に使いたいので、下さいと言いました。公園側は、ゴミとして出していので、処理

ができるからあちらも嬉しいわけです。本校はこれを薪にして上°ザを焼く。薪は、計画的に植林

をしていけば持続可能なエネルギーであるというようなことをテーマに、授業を、この上．ザ窯を

使ってやっているわけです。

もう一度学校版ISOに戻りますが、どういった展望をもっているかというと、子ども達が環境

教育によって環境のリトルテイーチヤーとして成長しているわけです。家庭に帰ると、保護者に

対していろんなことを、環境的なことを言うわけですね。ある時期、節電・節水というシールが

たくさんあったので子ども達に配りました。どうなったかと,思ったら、ある日PT^4会長が、環境

教育はかなり浸透していると、何故かというと自分がある日家に帰ったら、いたる所に節電マー

クがある。蛍光灯のこのヒモにも節電マークがあって、消さなかったら怒られると、かなりの効

果があるよと言っていました。家庭で、子ども達は徐々に変えていっているわけです。家庭が変

わるということは地域が変わるということでありますが、子どもが変わると家庭が変わり、地域

が変わるということが起きてきているわけです。また、那覇市教育委員会がISOの制度をつくり

ましたので、これは何も宇栄原小だけのためにつくっているわけじやありませんので、他の学校

にも波及・普及していく可能,性があるということです。他の学校に波及していけば、また子ども

が地域を変えていくということが起こってくると,思っているわけです｡そういったことを通して、

学校が環境活動の拠点になっているといったことになればいいなと,思っています。

少し早足でPTAの話をします。平成16年環境教育を始めて、すぐ、にFT,4が変わりだしまし

た。PTAアースの会というのができて、環境活動を始めています。すぐに、NPOのアースのみ

なさんのもとを訪ねて、環境にいいことを聞いてきてFTiヘのみなさんがポスターをつくって、貼

ってくれました。PTAA祭り・宇栄原っ子祭りも、ゴミを出さないPI過祭りをやろうということ

でエコフレンド号、食器を積み込んで、食器洗浄器・乾燥機を積み込んだものを借りてきて、ゴ

ミの出ないPIA祭りをPTAのみなさんがやっているところです｡これまでのPTA草刈り作業で

は、ものすごい量の使い捨てビニール袋を使っていました。’00枚以上使うわけですが。ある時、

PTAのみなさんがこういった使いまわしの布袋をつくってきてくれました。これで運ぶと、ゴミ

として袋を捨てなくていいわけですね。こういったことによって、ゴミ減量もはかっていく。こ

れもPI強の自主的な活動です。

先ほどの3年から6年のものをまとめていうと、3年生は自然を好きになる、身近な自然の学

習。3年生でもってこれは遅いぐらいですが、本当に健全な自然で遊んでいる子どもとか、良く

知っている子どもでないと、環境が徐々に悪くなっていることっていうのは気づきにくいと,思う

んですね。自然を好きで良く知っている子は、環境が悪くなれば環境をよくする活動に向かうの

－11－



ではないかと,思っています。自然を好きになる、身近な自然をテーマにしています。4年生も身

近なゴミ問題の学習をしている。5年生で、対象を大きくして地球環境の学習をしている。6年

生になってもう一度、足元に戻って学校の環境を良くしていこうということになっています。も

し、たくさんの小さな子ども達が、たくさんの小さな村で、たくさんの小さなことをしたら世界

はきっと変わるだろうといったことを考えながら環境学習をしています。今日は一番長いお話を

したところですが、あと2つありますのでそっちのほうにうつっていきたいと,思います。

前年度から学校版ISOを全校に広めていく、そのための説明会を6年生がやっていました。そ

の時に王朝は、仕組みはどうなっているかっていうことを、1年生から6年生までに説明をした

時の資料です。もったいない運動学校版ISO14001、学校全員で学校の環境を良くしていくこと

です。もったいない運動の仕組みは「計画、何をするか考え決める」「やってみる」「できたか調

べる」「計画をつくり直す」こういったようにグルグルグルグル回りながら、環境を良くしていく

ことです。大きなめあてを決める。地球に優しい環境づくりを6年生全員で行っていきます。「何

をするか考え決める」これは6年生が、いろんな方のアドバイスを受けながら、何をやるのか考

え決めていっているところです。ゴミを減らす1つとして牛乳パックをリサイクルする。ティッ

シュを使わないでハンカチや雑巾を使う。紙は裏まで使う。窓拭きで使う。リサイクルに出す。

エコマークのノートを使う。水道の蛇口をしっかり閉める。雑巾は洗う。トイレの掃除をする。

これは雨水を使う。歯磨きの時はコップを使う。授業中のトイレの電気は消す。人のいない教室

の電気は消す。必要のない電気はこまめに消す。やってみて、できたかどうかを調べて見直しを

する。そして6年生は5年生にバトンタッチをしていく。できなかったことをどうすればできる

ようになるか考える。こういった説明をしたわけです。子ども達に望むこととして学校の環境を

良くしていく、家の環境も良くしていく、中学生になっても中学校の環境を良くしていく、こう

いったことを望んでいますという説明をしました。

「市民'性を育てるという大きなテーマがある講座でありますので、私も最終的にはですね、市

民'性を育むような教育をしていきたいと考えております。環境教育を現在やりながら、社会‘性や

市民'性が少しでも育てばと考えていますが、本校の環境教育は、やりながらどうすればいいか考

えていく。また全国的に見ても､全学で環境教育に取り組んでいるというのはめったにないです。

ある助成金を受けて東京に行って、ある発表を聞きましたが、だいたいよくて1学年全体でやっ

ているか、ほとんどは1クラスで取り組んでいるというのが多いです。全学で取り組んでいると

ころっていうのは非常に少ないです。しかし、小規模校・僻地校、例えば10人ぐらいしか全校

生徒がいないというところは全校体制ですが、本校みたいに中規模校で、全校でやっているって

いうのはめったになくて前例がないわけです。自分で考えてやるしかないような状況で進めてい

ますので、市民'性教育がどうできているか等は、まだまだ検証に入ってない段階です。目指すと

ころはどういうところかということで、スウェーデンの市民を育てる教育がモデルになるのかな

と,思って、少しお話をします。スウェーデンの中学教科書に「あなた自身の社会」というのがあ

りますが、市民を育てる教育を中学校でやっています。内容は、「法律と権利を理解する」「あな

たと他人との関係」「あなた自身の経済」です。お金をどのように使うかという話、それからコミ

ューン、地方自治体の話ですね、那覇市とか宜野湾市の話です。それから私達の社会保障はどう

なっているのか、こういったことを学ぶ教科があります。この「あなた自身の社会」という教科

書は日本でも翻訳されて出版されています｡スウェーデンの文部省は何をいっているかというと、
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1994年の学習指導要領で、「学校の任務は生徒に将来を気づくという困難な事業への楽観的な展

望を与えること」っていっているんですね。あなた達は社会を良くしていくことができる、そう

いった楽観的な希望を持たせるのが教育ですよということをいっているわけです。今年の3月に

デンマークから公立学校の校長と大学の先生が来て、私も呼ばれて一緒にシンポジウムやったの

ですがその時発表しているのを聞いていると、デンマークの教育基本法に、市民'性を育てること

が教育の目的だという主旨のことが書かれています。教育基本法の第一条に明確に書かれていま

す｡市民,性という話が出ています。日本は、なかなか法律では市民という言葉は出てこないです。

実はNPO法をつくる時も、市民活動促進法とか、市民活動とか、市民という言葉を最初入れて

いたわけですがいろんな横やりがあって、市民活動とか、市民という言葉は削除されて、特定非

営利団体とか、こういうものに変わっています。なかなか日本では、市民というのが法律には登

場してこないというような現象があるわけですが、デンマークではきちんと位置づけられていま

す。スウェーデンの中学教科書「あなた自身の社会」の中でどういったことを学んでいくか…

～テープが裏面へ～

蕊篭遥溌認蕊蕊
これを見てみると、それぞれいろんなテーマが

あって子ども達が議論をするようになっていま

す。それぞれが自分の考えを出しあって、議論

をする。もちろんどれが正しいとかいうような

ことを決めるためではないです。自分の意見を

出して、意見を言い合うという場をつくってい

るわけです。いろんなテーマについて、さっき

何項目かに出てきた「法律と権利」とか、「私た

ちの社会保障」とか。この中でキーワードとな

る言葉を挙げて、それについて自分の意見をつ

くり意見交換をする。それをずっと積み重ねて

いく、こういったことを授業でやっているわけです。この教科書の中に「私達は自分で‘思ってい

るより能力がある」という項目があるんですね。この絵がおもしろくて、一番この辺にいるのが

何をやりたいか‘思いつかない、私にはやれないということを知っている者とかですね。それから

ちょっと上にいくと、練習を始めよう、そうすればできるようになる。足をくじきそうだ、ここ

にはロープウェイはない。よし、もう少しだ。これは女の子がやることではない、やり遂げるぞ。

みんなにちやんと見せてやる。目標に到達した。こういった図を示しながら、勇気を与えるよう

な教育をしているということです。自治体のコミューンの中の項目の1つですが、例えば宜野湾

市であれば収入がいくらあって支出はこういうふうになっていますよというのを中学校の段階か

ら学習するようになっています。このようなスウェーデンには市民‘性を育てる教育が中学校で行

われている。とても素晴しいと思って、その例を出したわけであります。本校では、環境教育を
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しながら少しでも市民'性が育っていくことができればと,思っているわけです。スウェーデンでは

市民’性を育てる教育そのものが行われているということです。ちなみに、スウェーデンもそうだ

ったと思いますがイギリスでは、市民を育てる教育と環境教育は、法律でやらなければいけない

と定められています。それも、クロスカリキュラムといって国語や算数や理科、社会その中に、

環境とか市民'性を育てるっていうのを織り込んでいくように定められているんですね。スウェー

デンも環境教育は法律で定められています。したがって教職課程にある人は、環境教育の講座を

受けて単位を取つとかないと、受験資格がなくなるようになっています。日本ではまだそこまで

いってないのですが、そういうような仕組みをつくっているわけであります。また、環境教育を

広めていくには、それく、らいしないと日本では広まらないなと,思います。環境に興味のある先生

方が、ぽつぽつどっかでやっているという段階は、今後とも続いていくんじやないかなと思って

おります。私の話は以上です。ありがとうございました。

島袋：どうもありがとうございました。お話を伺って、いろんなことが分かったかと,思います。

特に宇栄原小学校の特徴は1年生から始まっていることは知らなかったのですが、3年生から6

年生までかなりの時間数を割いて、しかも学年毎に到達する教育目標っていうのが明白にされて

いる。それを積み上げていって、最終的には本当に実践する能力を身につけるということです。

それで私のほうは、実をいうと政治学が専門で、市民'性をどう身につけるかっていうことで、ス

ウェーデンの本は分からなかったのですが、副読本をつくっています。それでできれば、先ほど

環境と市民‘性とか、お互いにいろんな教科でクロスしていくっていうことがあったのですが、あ

あいった形で、環境と市民‘性そのものがクロスできないかっていうことを今イメージしている状

況です。そういったこともありまして今回環境教育学を、環境を素材とする市民性教育と捉えな

おして、この授業を構築している状況です。それで、今紹介にありましたNPOの方々が順番に

ここで授業します。次回はワークショップですが、その次は3年生の担当のNPOの方と一緒に

先ほどの海に行きます。来週ではなく、その次ですよ。その次っていうことはゴールデンウイー

クがあるので5月19日になります。その後またワークシヨップをします。ワークシヨップとこ

ういった座学を繰り返して、最終的に横山さんに来てもらいます。もう一度横山さんに来ていた

だいて何をお話ししてもらうかというと、今日は学校の中のお話が中心でしたが、地域はどう変

わったか、父兄はどう変わったか、地域がどう変わったか、そこの部分を中心に、話をしていた

だきたいと,思っています。特に、私もこのPTyヘのアースの会の存在は分からなかったのですが、

地域社会がこれで確実に変わったら、そして那覇市全域にこれが広がったら、沖縄自身も変わる

んじやないかと。沖縄県は変わるんじやないかと。あるいはこれで地球を救えるんじやないかな

と、本気で,思ってこういうことをやっているわけです。そういった将来的には、一歩一歩の積み

重ねで、どうにか地球を救えないかと思っています。特にこの授業を先ほど那覇市全体でISOを

全ての学校でできるようにもっていきたいというお話があったのですが、今日いただいたいろん

な資料も使って、それからテープ起こしもして、それで授業を報告書にしたいと思っています。

報告書にすることによって、それを見て他の学校、例えば首里中学校でもいいし、城西小学校で

もいいですし、城北小学校でもいいですけど、他の地域、遠い所の地域の学校の方々を、特に先

生方あるいはPTヘの方々が読んだら、うちの学校でもこれできるんじやないか、このプログラム

をやっていく本質は何なのか、問題点は何なのか、こういうことを分析して、そしてそれを報告
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害にして、いろんなところに配布することによって、普及に貢献したいという,思いです。そうい

ったことでこの授業を報告書にしたいとも,思っています。恐らくみなさんにとっても、この授業

はワークショップをかなり入れますので、ワークショップのファシリテーションって何なのか、

ということを学んでいただきたいと,思います｡ファシリテーションって言葉が何回かでましたが、

話し合いを活’性化して知恵と知恵を出し合って協力しあって学びあう場をつくる力ですね。こう

いったことが本当にみなさんついているのかっていうことを意識しながら、授業の組み立てをし

ていきたいというふうにも,思っています。盛りだくさんでいろいろあるのですが、初めての授業

ではあるのですがそれなりにいろいろ準備してきまして、そして組み立てています。初めてなの

で準備したことが上手くいかない、空回りすることがあるかもしれませんが、そこのところは勇

み足だと,思って、我慢していただきたいなと思います。いろんな問題点、分からないことがあっ

たらどんどん聞いていただきたいと‘思います。そして、もう一度言いますが、感想をメールで送

って下さいね。感想を必ず送って下さい、自己評価して下さい。本当にちょっとでいいです。PC

でアクセスできない人は携帯メールでもいいですので、必ず関心がどこにあるのか、どういう点

に気づきがあったのかということを知りたいので、必ずメール送って下さいね。

ちょっと中断してしまいましたが、横山さんに質問があったら手を挙げて下さい。3人くらい

の方から質問を受けたいと,思います。

学生A:すごく感動したのですが、これをやっていくっていうのはかなり大変だと,思いました。

いろんなNPOにコンタクトを取って、どういうふうにしていくかっていうのを説明して、計画

をして、どういうふうにやっていくかっていう細かいこともふまえた上で子ども達に、ああいう

形で授業をしていくために、準備段階にどれぐらいかかったのかとか、どういう経緯でこういう

ふうなNPOとどういうふうにつないでくかっていうのをお聞きしたいのでお願いします。NPO

の方々と自分は、あんまり接点がないので。

学生B:自分も時間についてちょっと聞きたいのですが、準備ではなくて、実際子ども達が授業

の時間帯でどのぐらいの時間を割いて、今ぐらいの活動を行っているのか。

学生C:1年生から6年生までこの学年ではこれをやって、6年生終わるまでちやんと系統だっ

て進んでいくのですが、そういうのは校長先生がコーディネート、考えたり、プランを作ったり

とかしているのかなと,思いました。

島袋：基本的な構成に関して、横山先生お願いします。

横山：まず、私元々環境にとても昔から興味があって。あなた達が産まれていたかどうかは知り

ませんけど、久茂地川フェスティバルというのがあって、私は一回目の事務局長をやったんです

よ。その頃からようするに関係があるわけです。たくさんの、今でいえばNPOの人達が8団体

ぐらい一緒になってやりました。その祭りをずっと’0年間続けたわけです。そういった昔から

の関係があったということ。先ほど先生のお話にありましたが、NPO支援センターをつくった

わけですが、その時から元々環境系の人は良く知っていました。つくった前後から、いろんなジ
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ヤンルの人達と知り合えたわけです。福祉とか、教育とか、いろんな市民活動をやっている人達

と知り合えて、いろんなネットワークがあったわけですね。希望して学校に行くことになって、

環境教育をしたいと思ったわけで、そういう環境関係のかなり精力的にやっている人達に声を掛

けて、本校でやってほしいと。今あなた達がもっているプログラムを学校でやってくれればいい

と。あるいは温めているようなものがあればやってくれればいいと。だいたいその来てもらおう

としている団体のやっていることを私は分かりますので、3年・4年・5年・6年のどのへんに

入ってもらえばいいなというイメージできるわけですね。NPOの人達もだいたいこの学年をし

たいというのがありますから、それと合わせて学年を決める。1年目はまずそういう形でやった

わけです。2年目は､やはりやってきたものを見て､系統だったものにしていこうということで、

さっき説明したようなものにこう組み替えてきたわけです。だから5年生と最初に,思っていた人

が4年に入ったとか、4年のNPOが5年に入ったとか、入れ替えなんかも次の年に出てきたわ

けです。コーディネートは私が全部やっています。さっきの話にありましたが系統だったものと

いうのは、ずっとNPOの人や先生達の意見を聞きながら、私がコーディネートしながらつくっ

ていったものです。なにが大変かといえばNPOの人達は、NPOというのは非営利で社会貢献活

動をするビジネス体と思ったらいいわけです。そうすると彼らは、一回ぐらいならば昔のよしみ

でダダでいいかなということにはなりますが、一年間連続してくると、ダダっていうわけにはい

かないわけですよ。ダダだと続かないし。お金を要します。校長がお金を集める。環境系の助成

金っていうのはけつこうありますので、助成金のなんぽか出して、獲得していく。だいたいこの

3年間で1年当たり100万、100万、50万で、250万ぐらい3年間で集めました。それを謝礼金

とか材料費とか、いろんなものとして使っていく。それがないと続かないです、すぐ終わるはず

です。一年間、ただで来るという人はあんまりいないだろうなと,思います。

那覇市は英語教育の開発指定校になっていて、英語は総合的な学習の時間にやることがありま

す。だいたい年間で30数時間やることがありまして、総合的な学習の時間は105時間ぐらいあ

るんです。そこから30何時間か減るので70時間ぐらいあるんですね。70時間全部環境に使っ

ているかというと、そうでもないんですね。かなりの時間使っている学年もあるし、半分ぐらい

使って他のことをやっていたりとかも。これはぞれぞれの学年によって違います。総合的な学習

は70時間ある中でやっているということです。

最後に1つ、実は今年度、年が明けて2月に全国発表会というのを宇栄原小学校でやることに

決めました、職員会議で決定しました。これは何をやるかというと、うちは授業の質を高めて子

ども達の可能↓性をひらこうということで、授業研究というのをものすごくやっているんですね。

年間4，50回やっていますけど。そういった積み重ねでどういう授業をやっているかという授業

公開を全クラスでまずやる。環境教育は、3年、1，3，5年でその後環境教育の授業も公開する。

芸術教育で子ども達の人間↓性みたいなものも成長させようと強く思っていますので、午後は、全

校合唱をやって総合表現をやって、宮城教育大学の横須賀薫前学長が全面的にバックアップして

くれていますので、その人が講演をする。こういうようなプログラムを組んでいます。環境の授

業もやるわけで、このワークショップでどのようなものがいいのか研究をみなさんでされて、他

力本願みたいですけど是非いろんな提言をしてほしいなと,思うんですね。最終的には来年の2月

の環境の授業公開の中で活かしていきたいなと思っております。こういう講座をつくってくださ

って非常に感謝しています。いい環境の授業をつくっていきたいと思います。以上です。
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